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(第 三 ・2 )李景純は，欧陽とは拘わらず， 三つのうちどれかを選択し，実行するように勧める。
このことからも既に解るように，まず最初に，暗示的ではあるが，李景純を「是」とし，欧陽を




























【1 】 「光輝工作二十年的老舎先生J (『老舎研究資料』 )原載 194 年 4 月17 日重慶『新華日報』
「新華副刊」






1928 年 4 月初版.1 月再版. 192 月 3版. 1932 年上海事変で商務印書舘が大火に遭った後，
193 年 2月 l版. 1935 年 5 月 2版. 1943 年再版. 1947 年 2 月 4版，
<上海・長光>
















【5 】 「老舎『老張的哲学』私論」 『集刊東洋学』 57 号 (1987 ・5 ) 
【6 】 この傾向は『老張的哲学』に既に見えるものである。(同上論文参照)この点については更
に考察しなければならないが，筆者は現在，李景純と欧陽の極をまず決めるというのは.二点
が決まれば一つの円が決まるという如く，一つの作品世界枠を作り上げる老舎の創作方法のよ
うに思われる。しかも，こ の円は更に大きな相似の円がいつも存在するかのような印象を持た
せながら描き出されている。
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